
大学院獣医学研究科予防獣医学特殊講義（担当 及川 教授）および公開特別授業 ご案内 

開講日時： 2019年5月30日（木曜）18：00～19:30（目安です）  

開講場所： 酪農学園大学研修館（国道 12号から附属動物医療センターに向かう道の途中にあります） 

題名： 日本における愛玩鳥類医療の現状と問題点 

講演者： 野口 尋代 先生 [さっぽろ小鳥のクリニック（院長）、鳥類臨床研究会（理事）、野生動物救護リハビ

リテーター協会(理事)] 

野口先生は岩手大学卒業後、鳥類専門医を目指すため国内の鳥類専門医院で研修を積まれた後、道内では唯一の鳥

類専門動物病院「さっぽろ小鳥のクリニック」院長として日々臨床現場で活躍している（下記、北海道新聞 2017年 1

月 13日朝刊参照）。その傍ら鳥類臨床を目指す数多学部生・院生をインターとして受け容れ、また、鳥類臨床研究会

として学術的にも熱心で、積極的に後進の育成にも関与している。さらに、同クリニックでは本学獣医保健看護学類

出身の動物看護師が 1 名所属し、彼女は野口先生の指導の下、日本では数少ないペットバードナースとしての優れた

人材に育ちつつある。日本の獣医学では鳥類医療に関しての教育・研究が立ち遅れている。今回は野口先生が経験さ

れた飼鳥の感染症を含む疾病について概要紹介をされ、有効な予防手段について講じて頂く。この講義は博士課程の

院生授業ではあるが、鳥類臨床（野生種や動物園飼育種含む）に興味を有する学部生・一般にも公開することとした。

奮ってご参加頂きたい。 

 

 
 

連絡先 酪農学園大学 獣医学群/  

兼 同大学大学院 獣医学研究科 博士課程 

教授 浅川満彦 askam@rakuno.ac.jp 

 


